
H32 H37 H42 H26 H27 H28 H29 H30 H31

健 %/年 %/年 %/年 %/年 %/年 %/年 %/年 %/年 %/年

健 13.6 14.6 15.6 12.6 14.3

健 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

健 240 256 288 242 230

健 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

健 345 368 414 334 281

健 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

健 278 296 333 269 288

こ 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

こ 562 565 570 561 697

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福・市 4 4 4 3 3

こ 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

こ 7,000 7,200 7,600 4,010 4,811

福 件/年 件/年 件/年 件/年 件/年 件/年 件/年 件/年 件/年

福 5 6 7 3 3

こ 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

こ 838 863 913 826 1,001

こ 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

こ 6,000 6,000 6,000 － －

こ 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

こ・健 36 36 36 36 36

生 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

生 434 434 434 433 418

健 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 98.0 98.0 98.0 94.7 95.3

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

進捗状況
（評価Ｃ）

H28年度実現の見込み
11月頃調査

昨年度に引き続き教育相
談、ほのぼの相談、子育
て支援センターでの相談
を継続する。

窓口及び広報紙での周知
活動に取り組む。

昨年度に引き続き利用者
の増加を目指す。Ｈ29年
度支援センター統合に向
け事業の充実を図る

同左

ニーズが増加しているの
で受け入れ体制を整えて
いく。

昨年度のとおり実施す
る。

紙芝居づくりを通じて機
運の向上を図る

保育・幼稚園等と連携し
食育事業を継続。乳幼児
健診での指導継続。

★

○

昨年度に引き続き利用者
の増加を目指す。

出生数が減少したため訪
問回数も減少したが、生
後4ヶ月までの乳児の98％
へ訪問している。

できるだけ生後1ヶ月まで
に、遅くても生後4ヶ月ま
でに訪問を実施。

4
2)②

幼
育児相談利用者
数(延）

子ども・子育
て支援計画、
人口将来展望

より

H32年目標を上回って来所
者が増加。

母子健康手帳交
付数

香南市人口ビ
ジョン・人口
将来展望より

妊婦数が減少したため公
布数も減少。

母子健康手帳交付時に妊
婦に沿った相談面接を継
続。4

1)② ▲

▲

★

対策
（計画Ｐ）

H28年度の取り組み

継続実施

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

★

母子保健コーディネー
ターが主体となって、母
子健康手帳交付時に妊婦
に沿った相談面接を継
続。

できるだけ生後1ヶ月まで
に、遅くても生後4ヶ月ま
でに訪問を実施。

継続実施

県内で契約で
きる施設数(7
施設)

一時預かりの実績からす
れば、H32の目標に対して
妥当な契約数である。

一時預かりの実績を勘案
しながら契約件数を増や
す。

H26からの給付継続。H32
への目標に対しては、概
ねH27の実績値で推移して
いくものと思われる

この支援事業に関して
は、本人の家庭における
経済状況等により申請を
受けるものであり、制度
として啓発、広報を推進
していく。

5
3)①

幼
地域子育て支援
センター利用者
数

★子育て支援

H32は香南市子ど
も支援計画、そ
れ以降は人口ビ
ジョンより

前年度より１２０％増加
したが、H32年目標に対し
６９％の達成率だった。

4
2)④

母子家庭自立
支援給付実績5

年間

20

1

設定の根拠

子ども・子育
て支援計画施

策より

対策
（改善Ａ）

評価に対する改善策を記
入しましょう。

参加割合が増えH37年度目
標に近い値となった。

継続実施

指標(計画Ｐ)
実績KPI（実行Ｄ）

★妊産婦支援

個別事業名

4
1)①

幼
パパママ教室参
加率

進捗状況（評価Ｃ）
H32目標とH27の実績と比
べて評価しましょう。

目標設定

指標の名称

継続実施

子ども・子育
て支援計画、
人口将来展望

より

人口ビジョン
により

H32目標より１２４％増加
した。

昨年度に引き続き教育相
談、ほのぼの相談、子育
て支援センターでの相談
を継続する。

目標どおり達成した。子
ども課24回
健康対策課12回 ○

昨年度のとおり実施す
る。

★育児相談・母乳
相談・離乳食講習

会

★乳児訪問

★妊産婦支援

★子育て支援

H28年度事業のため実績無
し

－

6
4)①

幼
本の読み聞かせ
回数

★本の読み聞かせ
乳幼児検診

外部講師によ
る活動のみ抽
出

▲

○

★

5
3)④

幼

市のホームペー
ジ（子育て情報
サイト）のアク
セス回数

★子育て支援 H28から実施

人口ビジョン
より

H32目標より１１９％増加
した。

昨年度に引き続き利用者
の増加を目指す。

幼
一人親家庭への
サポート対象者
数

★一人親家庭への
サポート

15

20

19

6
4)①

幼
本の読み聞かせ
回数

19

育児教育相談利
用者数(延）

★子ども一時預か
り数(延)

保育所の一時預
かり数(延)

事業
NO

4

4

6

7

20

11～
14

期別 担当課

5
3)③

幼

4
2)③

幼

4
2)①

幼
乳児家庭訪問回
数

幼

5
3)②

幼
ショートステイ
施設数

★子ども一時預か
り

★食育の推進 食育推進計画

朝食摂取割合は増加して
いる。

○

保育・幼稚園等と連携し
食育事業を継続。

★本の読み聞かせ
図書館及びボ
ランティア

ほぼ目標に近づいている

○

読み聞かせボランティア
集団の育成

6
4)②

幼
朝食摂取割合
（３歳児）

18

2

1

8

7

6

5

4

3

13

12

11

10

9



H32 H37 H42 H26 H27 H28 H29 H30 H31

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

進捗状況
（評価Ｃ）

H28年度実現の見込み
11月頃調査

対策
（計画Ｐ）

H28年度の取り組み

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－
設定の根拠

対策
（改善Ａ）

評価に対する改善策を記
入しましょう。

指標(計画Ｐ)
実績KPI（実行Ｄ）

個別事業名

進捗状況（評価Ｃ）
H32目標とH27の実績と比
べて評価しましょう。

目標設定

指標の名称
事業
NO

期別 担当課

生 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年

生 43 48 48 37 41

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福 100 110 120 91 88

市 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

市 － － － 809 832

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福 － － － 364 388

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 1,200 1,200 1,200 1,177 1,132

生 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年

生 43 48 48 37 41

生 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年

生 28 30 30 26 27

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 630 650 650 598 597

生 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

生 25 25 25 24 21

福 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

福 6 9 12 3 3

こ 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

こ 385 385 385 330 336

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福・学 100 110 120 91 88

自治会等に呼びかけを行
う

団体が継続して活動でき
る環境作りを行う。

団体が継続して活動でき
る環境作りを行う。

人気のある教室の複数開
催

抽出した課題毎に、関係
する機関、団体との調整
を図る。

H28は野市小学校、H29は佐古小
学校・野市東小学校で増設によ
る定員増を行い、6年生までの受
入を始める。

窓口及び広報紙での周知
活動に取り組む。

自治会等に呼びかけを行
う

窓口及び広報紙での周知
活動に取り組む。

継続支援

学校行事等との兼ね合い
を配慮し、引き続きＰＲ
をすすめる。

6
4)③

幼
町民運動会参加
団体数

24

★障害児相談
相談利用者の
推移平均

H32目標値に近い相談者数
（延）であった。新規利
用者の増や継続利用者の
状況にもよるが、概ね100
人/年程度の利用者数で推
移するものと思われる。

▲

新規の利用者が年々増加
するようであれば、事業
所との相談体制の拡充を
検討。

6
5)②

幼
ひとり親家庭医
療費助成利用者
数

13

★三世代交流イベ
ント推進

ほぼ目標に近づいている

○

自治会等に呼びかけを行
う

6
5)①

幼
養護相談利用者
数（延）

28

★ひとり親家庭へ
のサポート

継続事業

H26の実績値の6.6％増の
受給者である。増減の推
測は困難であるが、ひと
り親家庭は増加傾向にな
ると思われる。

－ 継続支援

8
1)①

就
凧揚げ・地引網
参加者数

11

★ひとり親家庭へ
のサポート

継続事業

前年度より利用者が増加
している

－

6
5)③

幼
児童扶養手当受
給者数

12

★3世代交流イベン
ト推進

ほぼ目標に近づいている

○

自治会等に呼びかけを行
う

8
1)③

就
スポーツ少年団
の団体数

11

★3世代交流イベン
ト推進

ほぼ目標に近づいている

○

事業が天候に左右される
ため、また、開催日、内
容を検討することも必
要。

8
1)②

就
町民運動会参加
団体数

11

★スポーツの推進

ほぼ目標に近づいている

○

団体が継続して活動でき
る環境作りを行う。

8
1)⑤

就
夏休みこども教
室の開催

8

★スポーツの推進

ほぼ目標に近づいている

○

団体が継続して活動でき
る環境作りを行う。

8
1)④

就
スポーツ少年団
の会員数

8

★地域こども見守
り体制

地域支援者会
議拡充設置に
よる会議回数
の増

達成度合いは、H32の目標
を下回る結果となるが、
H32に向かって段階的に拡
充を図っていく。 ▲

関係機関及び関係団体と
の協議により、課題抽出
を行っていく。

8
2)①

就
児童クラブの利
用者数

1

★スポーツの推進
夏休み子ども教室

ほぼ目標に近づいている

○

人気のある教室の複数開
催

8
1)⑥

就
地域支援者会議
開催数

14

★障害児相談
相談利用者の
推移平均

H32目標値に近い相談者数
（延）であった。新規利
用者の増や継続利用者の
状況にもよるが、概ね100
人/年程度の利用者数で推
移するものと思われる。

▲

新規の利用者が年々増加
するようであれば、事業
所との相談体制の拡充を
検討。

★共働き夫婦のた
めの子育て支援

香南市子ど
も・子育て支
援計画

昨年度より若干増加した
が、H32目標に対し８７％
の達成率だった。 ▲

H28は野市小学校、H29は佐古小
学校・野市東小学校で増設によ
る定員増を行い、6年生までの受
入を始める。

9
3)①

就
養護相談利用者
数（延）

21

14

20

19

18

17

16

15

25

24

23

22

21



H32 H37 H42 H26 H27 H28 H29 H30 H31

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

進捗状況
（評価Ｃ）

H28年度実現の見込み
11月頃調査

対策
（計画Ｐ）

H28年度の取り組み

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－
設定の根拠

対策
（改善Ａ）

評価に対する改善策を記
入しましょう。

指標(計画Ｐ)
実績KPI（実行Ｄ）

個別事業名

進捗状況（評価Ｃ）
H32目標とH27の実績と比
べて評価しましょう。

目標設定

指標の名称
事業
NO

期別 担当課

学 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

学 1 1 1 1 1

健 ％以上 ％以上 ％以上 ％ ％ ％ ％ ％ ％

健 96.0 96.0 96.0 95.4 95.9

学 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

学 70.0 72.0 75.0 67.0 70.8

学 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

学 55.0 60.0 65.0 52.1 44.7

学 延校数 延校数 延校数 延校数 延校数 延校数 延校数 延校数 延校数

学 8 12 12 4 4

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福・人・学 － － － 2 2

学 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

学 0.70 0.40 － 1.33 1.51

学 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

学 3.50 3.00 － 5.29 5.29

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 3 3 3 3 3

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 60 60 60 60 60

市 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

市 － － － 809 832

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福 － － － 364 388

学 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

学 11.11 10.00 9.00 12.34 12.54

継続支援

食育と会わせた取組を継
続する。

昨年同様2日間の日程で開
催予定。

学年に応じた食育事業の
継続。

キャリア教育の年間指導
計画に沿った取組推進。

職場体験や先輩の話を聞
くなどの取組を継続す
る。

事業の活用できる学校は
積極的に導入を進める。

継続支援

県の事業を活用するととも
に、SSW4人体制とし、SCの活
用とあわせて学校・家庭・関
係機関の連携強化を図る。

県の事業を活用するととも
に、SSW4人体制とし、SCの活
用とあわせて学校・家庭・関
係機関の連携強化を図る。

中学校招待野球、少年
サッカー大会、中学サッ
カー大会の３つとも開催
できている

募集枠一杯の参加チーム
数を維持できている

9
3)②

就
親子料理教室開
催数

10

★食育の推進 食育推進計画

朝食摂取割合は増加して
いる。

○

学年に応じた食育事業の
継続。

10
4)①

就

児童生徒の夢や
役立ち意識の割
合（強い肯定）
小学校

28

★食育の推進

各学校でも実
施しており全
体では年1回開
催

12月12・13日の2日間参加
者30名で実施した.参加者
からは来年も実施してほ
しいとう声があった。 ○

今年度も継続実施。

9
3)③

就
朝食摂取割合
（小学生）

10

★社会とのつなが
り意識を高める推
進(全国学力学習状
況調査）

中学３年が対
象の調査

各学校では職場体験学習
等を実施しているが、意
識の高まりにつながって
いない状況がある。 ▲

数値は高くなっていない
が、取組については効果
があり継続する。

10
4)②

就
学校支援地域本
部設置数

14

★社会とのつなが
り意識を高める推
進(全国学力学習状
況調査）

小学６年が対
象の調査

各校でのキャリア教育な
どの取組もあり、数値も
高くなってきており、H32
年の目標に達している。 ○

意識の高まりが学校生活
につなげられたり、児童
の主体的な活動につなげ
られるよう取組を継続す
る。

10
4)①

就

児童生徒の夢や
役立ち意識の割
合（強い肯定）
中学校

28

★相談窓口

H26の実績値と同数。例年
1～2回程度の相談で推移
するものと思われる。 － 継続支援

10
5)②

就
不登校児童生徒
の発生率
（小学校）

25

★地域子ども見守
り体制

地域の人材は活用されて
いるが、学校支援地域本
部事業の活用には進んで
いない所もある。 ▲

学校支援支援地域本部事
業が地域人材の活用をシ
ステムとして機能できる
学校は活用を推進する。

10
5)①

就
相談窓口利用者
数

21～
24

★不登校と引きこ
もり児童の支援

高知県の発症
率以下を目指
す

H26と同じ発生率である
が、欠席日数が少なく
なってきている生徒もお
り、改善傾向が見られる
ケースもある。

▲

SSWの活用や研修を通して
職員のスキルを高め、相
談や連携による取組を推
進する。

10
5)③

就
スポーツ大会開
催数

8

★不登校と引きこ
もり児童の支援

高知県の発症
率以下を目指
す

H26より数値は下がってい
ないが、各学校で支援会
議の開催や関係機関との
連携を積極的に進めてい
る。

▲

SSWの活用や研修を通して
職員のスキルを高め、相
談や連携による取組を推
進する。

10
5)②

就
不登校児童生徒
の発生率
（中学校）

25

★スポーツの推進 市長旗等大会

ほぼ目標に近づいている

○

募集枠一杯の参加チーム
数を維持できている

10
5)④

就
ひとり親家庭医
療費助成利用者
数

19

★スポーツの推進 市長旗等大会

ほぼ目標に近づいている

○

中学校招待野球、少年
サッカー大会、中学サッ
カー大会の３つとも開催
できている

10
5)③

就
スポーツ大会参
加チーム数

8

★一人親家庭への
サポート

H26の実績値の6.6％増の
受給者である。増減の推
測は困難であるが、ひと
り親家庭は増加傾向にな
ると思われる。

－ 継続支援

10
5)⑥

就
児童生徒の肥満
傾向率
小学５年

8

★福祉医療費助成
事業（乳幼児等・
障害児・者）

継続事業

前年度より利用者が増加
している

－

10
5)⑤

就
児童扶養手当受
給者数

4

30

27

28

29

38

37

36

35

34

★スポーツの推進
5年で１割減を
目指す

H26より少し高くなってい
るが、各学校で個別指導
等を実施し取り組むこと
ができている。 ▲

目標値には届いていない
が、良い取組はできてい
るので継続していく。

26

33

32

31



H32 H37 H42 H26 H27 H28 H29 H30 H31

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

進捗状況
（評価Ｃ）

H28年度実現の見込み
11月頃調査

対策
（計画Ｐ）

H28年度の取り組み

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－
設定の根拠

対策
（改善Ａ）

評価に対する改善策を記
入しましょう。

指標(計画Ｐ)
実績KPI（実行Ｄ）

個別事業名

進捗状況（評価Ｃ）
H32目標とH27の実績と比
べて評価しましょう。

目標設定

指標の名称
事業
NO

期別 担当課

学 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

学 9.50 8.55 8.55 10.55 8.19

健 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

健 115 126 139 105 143

福 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

福 9 10 10 7 5

地 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

地・生 3 3 3 －

地 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

地・生 60 60 60 －

健 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 13.6 14.6 15.6 12.6 14.3

健 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

健 240 256 288 242 230

生 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

生 168 168 168 165 179

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 590 620 620 545 480

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 68 70 72 64 64

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福・生 100 110 120 87 103

生 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年

生 43 48 48 37 41

食育と会わせた取組を継
続する。

継続実施

日曜、祭日の利用や利用
時間の拡充を図る。

婚活を支援するため3団体
に助成する

婚活を支援するため3団体
（30人）に助成する

継続実施

母子保健コーディネーターが
主体となって、母子健康手帳
交付時に妊婦に沿った相談面
接を継続。

継続実施

ホームページへの掲載や
口コミでの勧誘を行う

各団体への講習会周知を
行い、資格取得を促す

ボランティア募集情報誌
「ボランティア求人票」
の発刊。ボランティアセ
ンターのチラシを作成す
るなど情報発信に取り組
む。

自治会等に呼びかけを行
う

児童生徒の肥満
傾向率
中学２年

839

★健康診査・がん
検診

健康増進計画
より

H32年度目標数以上に受診
者が増加した。

★

継続実施

40

★スポーツの推進
5年で１割減を
目指す

H26より低くなり、目標値
をクリアした。部活動の
効果が大きいと考えられ
る。 ★

全国平均並みを維持でき
るように取組を継続す
る。

12
1)①

成
健康診査受信者
数

14～
15

10
5)⑥

就

41
12
1)②

13
3)②

成
母子健康手帳交
付数

H28年度事業のため実績無
し

－

要綱を制定し、４月から
事業を実施

44
13
3)①

成
パパママ教室参
加率

4

H32目標を下回る結果につ
いては、利用者の死亡や
入院によるものである。 ▲

利用者の要因によるもの
であるが、利便性の向上
を検討していく。

42
12
2)①

成
出会いの場の開
催回数

1
★男女の出会いの
場の提供・支援(婚
活の推進・支援)

成 外出回数 10
★香南市社会参加
のための外出支援
サービス

障害福祉計画
見込み量参考

17 ★スポーツの推進

億票を達成している

★

継続実施

★男女の出会いの
場の提供・支援(婚
活の推進・支援)

H28年度事業のため実績無
し

－

要綱を制定し、４月から
事業を実施

46
13
4)①

成
各教室の開催回
数

43
12
2)①

成 参加人数 1

4 ★妊産婦支援
人口ビジョ
ン・人口将来
展望

妊婦数が減少したため公
布数も減少。

▲

母子健康手帳交付時に妊
婦に沿った相談面接を継
続。

★妊産婦支援
子ども子育て
支援計画

参加割合が増えH37年度目
標に近い値となった。

★

継続実施

45

17 ★スポーツの推進

ほぼ目標に近づいている

○

各団体への講習会周知を
行い、資格取得を促す

★スポーツの推進

ほぼ目標に近づいている
が種目によって増減があ
る ○

競技人口はいるので周知
を徹底し、参加を促す

48
13
4)③

成
スポーツ少年団
認定員資格の取
得者数

47
13
4)②

成
市長杯・教育長
杯への参加者数

17

19
★三世代交流イベ
ント推進

ほぼ目標に近づいている

○

自治会等に呼びかけを行
う

★地域ボランティ
ア活動支援

登録者数推移過
去5年間参考。香
南市ボランティ
アセンターへの
登録数

H32目標値を上回る結果に
ついては、ボランティア
ポイント制度による登録
者が増加したため。

★

ポイント制度による登録
者の増だけでなく、ボラ
ンティアの活動内容等の
情報発信をおこなっての
募集に取り組むように社
会福祉協議会と連携を
図っていく。

50
13
4)⑤

成
町民運動会参加
団体数

49 13
4)④

成
ボランティア登
録数

20



H32 H37 H42 H26 H27 H28 H29 H30 H31

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

進捗状況
（評価Ｃ）

H28年度実現の見込み
11月頃調査

対策
（計画Ｐ）

H28年度の取り組み

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－
設定の根拠

対策
（改善Ａ）

評価に対する改善策を記
入しましょう。

指標(計画Ｐ)
実績KPI（実行Ｄ）

個別事業名

進捗状況（評価Ｃ）
H32目標とH27の実績と比
べて評価しましょう。

目標設定

指標の名称
事業
NO

期別 担当課

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 210 215 220 207 225

健 ％ ％ ％ H25％ ％ ％ ％ ％ ％

健 36.0 38.0 40.0 32.1 未確定

健 ％ ％ ％ H25％ ％ ％ ％ ％ ％

健 33.0 35.0 37.0 11.8 未確定

人 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

人・福 － － － 2 2

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福 100 110 120 87 103

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福 － － － 0 2

地 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

地 2,000 2,000 2,000 0 0

地 組/年 組/年 組/年 組/年 組/年 組/年 組/年 組/年 組/年

地 20 30 50 3 1

地 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年

地 10 15 25 0 0

地 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年 棟/年

地 5 10 15 0 0

健 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 60.0 60.0 60.0 31.7 未確定

健 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 50.0 50.0 50.0 19.3 未確定

継続支援

ボランティア募集情報誌
「ボランティア求人票」
の発刊。ボランティアセ
ンターのチラシを作成す
るなど情報発信に取り組
む。

継続支援

・移住促進のための情報
収集とHP作成を行う。

・県外の移住フェアへの
参加や、香南市への移住
体験ツアーを実施

･空き家を貸したい、借り
たい人を登録、空き家活
用のための「空き家バン
ク」の実施（H29年度）に
向け取り組む。

・モデル地域（香我美町
西川･東川地区、夜須町北
部）へのお試し住宅、中
間保有住宅を用意する。

市内サークルへの働きか
けを行う

14 ★健康診査
高知県よさこ
い健康プラン
２１

H27年度数値は未確定。

★芸術・文化活動
推進

ほぼ目標に近づいている

○

市内サークルへの働きか
けを行う

52
13
4)⑦

成
健康診査運動習
慣（週2回）
男性

51
13
4)⑥

成
市美術展への出
品者数

18

25 ★ＤＶ相談窓口

H26の実績値と同数。例年
1～2回程度の相談で推移
するものと思われる。

－

継続支援

★健康診査
高知県よさこ
い健康プラン
２１

H27年度数値は未確定。

54
14
5)①

成
ＤＶ相談窓口利
用者数

53
13
4)⑦

成
健康診査運動習
慣（週2回）
女性

14

8 ★障害者支援

H26の実績値より2件の増
となっているが、概ね年1
～2回程度の相談で推移す
るものと思われる。 － 継続支援

★地域ボランティ
ア活動支援

登録者数推移、
過去5年間参考。
香南市ボラン
ティアセンター
への津録数

H32目標値を上回る結果に
ついては、ボランティア
ポイント制度による登録
者が増加したため。

★

ポイント制度による登録
者の増だけでなく、ボラ
ンティアの活動内容等の
情報発信をおこなっての
募集に取り組むように社
会福祉協議会と連携を
図っていく。

56
14
5)③

成
障害者虐待相談
者数

55
14
5)②

成
ボランティア登
録者数

20

2 ★移住促進事業

H28年度事業のため実績無
し

－

・平成28年度から
「ウエルカム移住･定住促
進事業」を実施

★移住促進事業

H28年度事業のため実績無
し

－

・平成28年度から
「ウエルカム移住･定住促
進事業」を実施

58
15
6)②

成
移住者数（地域
が受け入れた移
住者数）

57
15
6)①

成
移住促進ホーム
ページのアクセ
ス回数

2

2 ★移住促進事業

H28年度事業のため実績無
し

－

・平成28年度から
「ウエルカム移住･定住促
進事業」を実施

★移住促進事業

H28年度事業のため実績無
し

－

・空き家情報の収集。

60
15
6)④

成
受け入れ可能な
住宅等の数

59 15
6)③

成 空き家登録者数 2

12
～
13

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

62
17
1)①

熟
胃がん検診受診
率

61
17
1)①

熟
特定健診受診率
の向上

12
～
13



H32 H37 H42 H26 H27 H28 H29 H30 H31

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

進捗状況
（評価Ｃ）

H28年度実現の見込み
11月頃調査

対策
（計画Ｐ）

H28年度の取り組み

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－
設定の根拠

対策
（改善Ａ）

評価に対する改善策を記
入しましょう。

指標(計画Ｐ)
実績KPI（実行Ｄ）

個別事業名

進捗状況（評価Ｃ）
H32目標とH27の実績と比
べて評価しましょう。

目標設定

指標の名称
事業
NO

期別 担当課

健 ％/年 ％/年 ％/年 H25％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 50.0 50.0 50.0 22.0 未確定

健 ％/年 ％/年 ％/年 H25％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 50.0 50.0 50.0 31.1 未確定

健 ％/年 ％/年 ％/年 H25％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 50.0 50.0 50.0 33.2 未確定

健 数値 数値 数値 H24数値 数値 数値 数値 数値 数値

健 100以下 100以下 100以下 133.86 未確定

健 回/年 回/年 回/年 回/6ｶ月 回/年 回/年 回/年 回/年 回/年

健 24,000 24,000 24,000 17,373 16,025

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福・生 100 110 120 87 103

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 1,200 1,200 1,200 1,177 1,132

生 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年

生 43 48 48 37 41

健 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

健 36.0 38.0 40.0 32.4 未確定

健 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

健 33.0 35.0 37.0 26.7 未確定

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福・人 － － － 2 2

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福 9 10 10 7 5

自治会等に呼びかけを行
う

継続支援

日曜、祭日の利用や利用
時間の拡充を図る。

機会ごとにPRを行う。

ボランティア募集情報誌
「ボランティア求人票」
の発刊。ボランティアセ
ンターのチラシを作成す
るなど情報発信に取り組
む。

学校行事等との兼ね合い
を配慮し、引き続きＰＲ
をすすめる。

12
～
13

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

64
17
1)①

熟
乳がん検診受診
率

63
17
1)①

熟
大腸がん検診受
診率

12
～
13

12
★特定健診・健康
診査

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

66
17
1)②

熟
脳卒中死亡率
(ＳＭＲ)の減少

65
17
1)①

熟
子宮がん検診受
診率

12
～
13

5
★地域ボランティ
ア活動支援

香南市ボラン
ティアセンター
への登録数

H32目標値を上回る結果に
ついては、ボランティア
ポイント制度による登録
者が増加したため。

★

ポイント制度による登録
者の増だけでなく、ボラ
ンティアの活動内容等の
情報発信をおこなっての
募集に取り組むように社
会福祉協議会と連携を
図っていく。

★こころの健康づ
くり

健康増進計画

H26年度より開始したが、
開始当初チェック数から
徐々に減少傾向にあり、
目標数を下回った。 ▲

内容の更新を検討しシス
テムのPRを行う。

68 18
2)①

熟
ボランティア登
録者数

67
17
1)③

熟

こころの体温計
(メンタルヘル
スチェックシス
テム)へのアク
セス数

15

6
★三世代交流イベ
ント推進

ほぼ目標に近づいている

○

自治会等に呼びかけを行
う

★三世代交流イベ
ント推進

ほぼ目標に近づいている

○

事業が天候に左右される
ため、また、開催日、内
容を検討することも必
要。

70
18
2)③

熟
町民運動会参加
団体数

69
18
2)②

熟
凧揚げ・地引網
参加者数

6

12
★特定健診・健康
診査

高知県よさこい
健康プラン２１

H27年度数値は未確定。

★特定健診・健康
診査

高知県よさこい
健康プラン２１

H27年度数値は未確定。

72
18
2)③

熟
特定健診運動習
慣(週2回)
女性

71
18
2)③

熟
特定健診運動習
慣(週2回)
男性

12

9
★香南市社会参画
のための外出支援
サービス

障害福祉計画見
込み量参考

H32目標を下回る結果につ
いては、利用者の死亡や
入院によるものである。 ▲

利用者の要因によるもの
であるが、利便性の向上
を検討していく。

★家庭内暴力・Ｄ
Ｖ相談室

H26の実績値と同数。例年
1～2回程度の相談で推移
するものと思われる。
人０件、福２件 －

継続支援

74
18
3)②

熟
社会参加のため
の外出支援サー
ビス利用者数

73
18
3)①

熟
ＤＶ相談窓口利
用者数

17



H32 H37 H42 H26 H27 H28 H29 H30 H31

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

進捗状況
（評価Ｃ）

H28年度実現の見込み
11月頃調査

対策
（計画Ｐ）

H28年度の取り組み

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－
設定の根拠

対策
（改善Ａ）

評価に対する改善策を記
入しましょう。

指標(計画Ｐ)
実績KPI（実行Ｄ）

個別事業名

進捗状況（評価Ｃ）
H32目標とH27の実績と比
べて評価しましょう。

目標設定

指標の名称
事業
NO

期別 担当課

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福 － － － 786 791

健 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 60.0 60.0 60.0 44.5 未確定

健 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 30.0 30.0 30.0 22.5 未確定

健 ％/年 ％/年 ％/年 H25％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 50.0 50.0 50.0 19.3 未確定

健 ％/年 ％/年 ％/年 H25％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 50.0 50.0 50.0 22.0 未確定

健 ％/年 ％/年 ％/年 H25％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 50.0 50.0 50.0 31.1 未確定

健 ％/年 ％/年 ％/年 H25％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年 ％/年

健 50.0 50.0 50.0 33.2 未確定

高 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

高 250 250 250 214 239

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 170 170 170 155 131

健 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

健 58.0 60.0 62.0 48.2 未確定

健 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

健 48.0 50.0 52.0 42.1 未確定

生 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

生 1,200 1,200 1,200 1,177 1,132

生 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年 団体/年

生 43 48 48 37 41

自治会等に呼びかけを行
う

継続支援

食生活改善推進員研修の
継続

愛好者への呼びかけを行
う

学校行事等との兼ね合い
を配慮し、引き続きＰＲ
をすすめる。

６～
７

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

★香南市福祉医療
費助成事業(障害
者)

障害福祉計画見
込み量参考

H26の実績値の5人増の受
給者数である。増減の推
測は困難であるが、福祉
医療助成者数は増加傾向
になると思われる。 － 継続支援

76
20
1)①

高
特定健診受診率
の向上(65歳～
74歳)

75
18
3)③

熟
福祉医療費助成
事業利用者数

11

６～
７

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

78
20
1)①

高
胃がん検診受診
率

77
20
1)①

高
健康診査受診率
(75歳以上)

６～
７

６～
７

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

80
20
1)①

高
乳がん検診受診
率

79
20
1)①

高
大腸がん検診受
診率

６～
７

23 ★介護予防事業
毎年実施箇所を
変更し継続実施
している。

目標とする参加者数には
達していない。

▲

今後も指導者の養成を継
続

★特定健診・健康
診査・がん検診

健康増進計画

H27年度数値は未確定。

82
20
1)②

高

口腔機能向上教
室および高齢者
食生活改善栄養
教室参加者数

81
20
1)①

高
子宮がん検診受
診率

６～
７

6
★特定健診・健康
診査(週2回30分以
上の運動習慣)

高知県よさこい
健康プラン２１

H27年度数値は未確定。

★軽スポーツの推
進

ほぼ目標に近づいている

○

愛好者への呼びかけを行
う

84
20
1)④

高
特定健診運動習
慣(週2回)
男性

83
20
1)③

高
パークゴルフ・
ペタンク参加者
数

14

18
★三世代交流イベ
ント推進

ほぼ目標に近づいている

○

事業が天候に左右される
ため、また、開催日、内
容を検討することも必
要。

★特定健診・健康
診査(週2回30分以
上の運動習慣)

高知県よさこい
健康プラン２１

H27年度数値は未確定。

86
21
2)①

高
凧揚げ・地引網
参加者数

85
20
1)④

高
特定健診運動習
慣(週2回)
女性

6

★三世代交流イベ
ント推進

ほぼ目標に近づいている

○

自治会等に呼びかけを行
う

87
21
2)②

高
町民運動会参加
団体数

18



H32 H37 H42 H26 H27 H28 H29 H30 H31

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－

進捗状況
（評価Ｃ）

H28年度実現の見込み
11月頃調査

対策
（計画Ｐ）

H28年度の取り組み

４段階評価
（評価Ｃ）

★○▲×－
設定の根拠

対策
（改善Ａ）

評価に対する改善策を記
入しましょう。

指標(計画Ｐ)
実績KPI（実行Ｄ）

個別事業名

進捗状況（評価Ｃ）
H32目標とH27の実績と比
べて評価しましょう。

目標設定

指標の名称
事業
NO

期別 担当課

高 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

高 25 25 25 20 25

高 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

高 880 1,120 1,360 0 628

高 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

高 150 150 150 424 390

高 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

高 56 56 56 0 47

福 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

福 100 110 120 87 103

高 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

高 5,800 5,850 5,900 5,732 5,665

高 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年 人/年

高 274 304 334 244 255

広報やケアマネージャー
への連絡会等で周知を図
る

高齢者学級などで、新規
ボランティア登録の広報
を行う。

小中学校へのサポーター
養成講座の継続

ケアマネージャーや社会
福祉協議会、民生委員協
議会等の関係機関と連携
し、事業の普及啓発を実
施

ボランティア募集情報誌
「ボランティア求人票」
の発刊。ボランティアセ
ンターのチラシを作成す
るなど情報発信に取り組
む。

運営支援の継続と新規地
区立上げへの支援、地区
代表者やボランティアを
対象とした研修会の開催

新規会員の確保に繋がる
ようシルバー人材セン
ターの周知の支援を行う

1
★高齢者の生活支
援

目標に達成した。

○

今後も周知を図る

88
21
3)①

高
在宅介護手当・
介護用品支給利
用者数

10
★認知症に対する
サポート

市内の小中学校
やＰＴＡ、職域
に拡大し継続

目標以上に達成できてい
る。

★

今後もサポーター養成事
業を継続

★介護ボランティ
アポイント制度

年間48人増加の
見込みH27見込み
640人

目標に向けて順調に進ん
でいる。

○

今後も制度の啓発を行
う。

90
22
4)①

高
認知症サポー
ター養成講座受
講者数

89
21
3)②

高
ボランティア参
加者数（延）

22

21
★地域ボランティ
ア活動支援

登録者数推移過
去5年間参考
香南市ボラン
ティアセンター
への登録者数

H32目標値を上回る結果に
ついては、ボランティア
ポイント制度による登録
者が増加したため。

★

ポイント制度による登録
者の増だけでなく、ボラ
ンティアの活動内容等の
情報発信をおこなっての
募集に取り組むように社
会福祉協議会と連携を
図っていく。

★認知症に対する
サポート

Ｈ42年度までに
開催カ所を拡大
して継続

目標とする参加者数には
達していない。

▲

新たな参加者の拡大に向
けて啓発活動を実施

92 22
5)①

高
ボランティア登
録者数

91
22
4)②

高
認知症カフェ参
加者数

10

26
★定年後の再就職
支援

現在の伸び率

目標に向けて順調に進ん
でいる。

○

シルバー人材センターの
周知の支援や会員への研
修

★高齢者の自主活
動支援

開催地区数と述
べ参加者数

目標とする参加者数には
達していない。

○

開催地区の運営支援の継
続と新規地区への支援

94
22
5)③

高
シルバー人材セ
ンター登録者数

93
22
5)②

高
いきいきクラブ
事業参加者数
(延)

12


